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1 WID/ジェンダーに関する概要と政府の取り練み

1 -l 概要

アフリカ人防の西沿諏こi姐穀するセネガルは、多数’党によるh:i:主義政治が定杓しているアフリカでは数少

ないmの・・つであり、 1960年の独ヽ t以米、フランスとの絆を維持しつつi:_i健な非[,,)聞It義に）kづいた政餃を

推進してきた。 l•lLは'l'均池抜が200メートル以―ドと 1項！であり、 iii部には熱恐 ili!f地政が{({rするが、は

とんどの[<J-t-.はサパンナにおおわれている。沿夫20年間の間に砕iliパク・ーンが変化してきており、 i'. 災光，1/,
であるビ・ーナッ,,殺地が北部から南束部へ移動するといった影愕が,1,.まれている。

1990年の一人当たりGNPは7IOドルであり、 lll:銭の分類では低fが I•所得経済[•H こ f姐れづけられる。経済はフ

ランスlih民地時代からのピーナツを巾心とするモノカルチャー農果に依｛｛しており、労飢））の60'7,強はr.t足

に従事している (Ndiayeel al., 1997) o 政){-fは農果の多様化を推進しようとしているが思うように成果はI:

がっておらず、相次ぐ干ばつによるIF_筋梵の低下、ビーナツの国際価格の暴洛、原材料及び氏村給人の培加

などのために、財政赤字、貿易赤字、対外依務増加に直面している。現化、セネガルは構造湖格プログラム

を実施しており、公務員の大輻削減を含むjj政槻関のリストラや補助企削減が進行小であるが、発染が）乱沿l
に成長しないままこのような拮笛が実施されれば、尿Ill環様の悪化や、教有、保徒サーピスの質のf1Hを引

き起こすであろうと懸念されている。また、発業やビジネスに大きな成長が見込めないために、現(£のまま

の人1―1埒/Juが令たけばー・人当たりGDPの低―ド令、経済社会状況の悪化を引き起こすのではないかと懸念されて

いる。

男女とも成人；哉'f'.'f'.がサハラ以ttl アフリカ請[i]の平均値（女1148% 、 !JJ什67%} を20-25ボイントも門•I る

など、 [l:]としての教f水礼が低いうえに、女ft.の成人認i平 (23.2%)Iより）ヤt(43%) よりもかなり低く、

教有レペルの男女r,11!/i差は大きい (IH_ 界—{供 l'l/}1997) 。孔児死亡't(には一•定の改怜がみられるものの、妊

光婦死亡年は1200 (l-1/ll'F.IOガ）と依然、 tit界最忠レベルの数偵であり、保健分野の最煎要取り紺み•JHSHこ

糸げられている。また、現在のままで人[J増加が稜くと、 1991年に760Ji人であった人IJは2000年まで1こ940

万人にふくれあがると懸念されているが、子沢Iii を好む風潮に変化が訪れない限り、 J、ll/!11~りは難しい。

労働/JAIHこ占める女lilt'がは42叫この 1まっており（人間~I兌t!ll'li'H996) 11・・ff.i.'i§}]における女竹の直献は

Kきいが、農深においては女性は農哭許及の対象とされることはほとんどないなど、女料の'"汗沿動を支1及
する取り糾みは限られている。就＇芥レペル裕に関係なく参人が容易なため、インフォーマル・セクターに従

巾する女付数は近年、増加傾向にある。また、 1980年以降、実施されている憬造瀾格プログラムが女f'tl~'j•

えている影臀も懸念されている。 fi政機能縮小及び政府H)削減の帖呆として削られるプロジェクトは女tt
の,,話 1こ[/1:接関わりがある社会閏速プロジェクトが多く、女fl.が11,'かれている状況はますますIiiしくなって

いる。

1 -2 文化・社会的背景

伝社("(;な家族関係は最大部族であるウオロフ族を始めとする約20を数える沿放によって、父系卯）、 1吐系l,iJ、

及系:j,1]~} 、様々に伐なっている。 IJ系糾であっても財化はおじから息、-"{・ヘ引き継がれるなど女付のlllfr.への

権利は制限されていることが多く、..・か,:((.Jに女性が話i祉する場は限られていたが、綿放によっては女t中にも
政治を含む一定の社会参加が'j-えられるようになった。

l五1民の93.8%がイスラム教徒であり、家族を屯視するもえが非常に強い。女ヤtにとって餃も屯安であるのは

糾親としての役割であり、したがって［・供数の多い女t牛はq.敬の（りとなる。そのため、女!'lli'1'・婚のf頃 l••Jが

強く -V-Jれ）j婚年齢は16.1 栽と低い。また、特に農B部では・火多M~iJが広く受け人れられており、 /c:l•l的に

見ると一火 4吋tillこ屈する女t1 よりも・・火多 k•制に屈する女:ft!T)}jが多い。家枚社は女t'}の餃低粘婚年齢を



16歳としているほか、女性が離婚を巾しIllる権利を認めている。また未亡人が亡くなった夫の兄弟と再婚す

る背慣は廃止されたが、男性には依然、一夫多妻利を選ぶ権利が与えられている。しかしこれらの制定法は

フランス語で目かれているため非議字である大部分の女代には理解できず、自らの権利についての意漁は低

い。また、制定法と償習法が併存して使Illされており、現実の法適用状況は非常に複雑である。

1-3 WID/ジェンダー分野における政府の取り組み

♦ WID/ジェンダー政策

憲法は男女間の平等、女性の投菜権、すべての国民の基本的人権を保障している。また、セネガルは女子径

別撤廃条約1こは1985年1こ批准している。国家開発計画のなかで女性への取り組みが打ち出されたのは第 5次

社会経済計画 (1977-81年）が初めてで、生産者あるいは経済活動の担い手として女性を位謹づけ、国家の

社会経済開発への女性への参画を促進する方針が明らかにされた。第6次社会経済計画 (1981-85年）でも

この方針は受け継がれ、政策促進のために「経済社会開発プロセスにおける女性審議会」が設置されたが、

1980年代後半の経済不況の影響で政府支出削減を余儀なくされたことが原因で、第 1次及び第8次社会経済

計画ではWID/ジェンダー関連の取り組みは影を潜めてしまっている。女性政策としては、 1982年に政府は

国家女1生行動計画を発表し、教育、訓棟、保健、雇用、法的地位に関する政策を打ち出したが、これに代わ

る女性政策はその後、策定されていない。近年、構造詞整プログラムの影響で社会サーピス等、女性の生活

に r~:接影響を与えるプログラムが削減されつつあり、女性が披るマイナスの影響が報告されているが、そう

した状況についても今のところ、政府は対策を打ち出してはいない。

●ナショナル・マシーナリー

名It

戦員数

予鉢

機能

女住児童家族省 (Ministereと laFemme, de l'Enfant et de la Famille: MFI巧

;;i; 明

不明

I}女仕の自立を促進する政策の立案

2} ft村棉1こ璽点を置いた女性の意識化

3} Y.'JD/ジェンダー政策実行に携わる行政職Uの育成

¥¥'ID/ジェンダー関連政策は、 1978年に設設された国家女性問題事務局を1981年に社会開発省の女性局が引

き継いで政策実施を担当してきたが、 1990年に独立した省/::Lて女1生児童家族省が設立された。
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♦他省庁によるWID/ ジ .L ンダ••関連の主要取り粗み巾項

・女子の初等教f就学促進 (2000年まで1ご学齢期女子の75%が枕学）

・非i哉字の撲滅（女住の非識字中の年S'k削減）

．妊産掃死亡半の低減

・予防接種酋及プロジェクト（妊捐の破侶風ワクチン摂取半70%を達成）

・下痢症対漿プロジェクト (fJ親へのORS指導）

・栄養不良改若

・家族計画普及

・性感染症/AIDS対策
--・ 

・女性の土地、農業機材、新技術へのアクセス拡大

農業省 ・女性の組織化支援

・女性への農業融資促進

労働瓢業訊II棟省 ・女性対象の吸業訊棟拮設の充実
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2 主要セクターにおけるWID/ジェンダー・イシュー ，
 

2 -1 教育

1) 1980年代に女子の初等教育総就学率は36%から49%に増加したが、依然、男子の総就学率 (67%)

との開きは大きい

2)女子の就学率が伸び悩んでいる背景には、女子への教育に対する消極的態度、早婚・若年妊娠等

に加え、構造調整プログラムによる教育費用の受益者負担増加が挙げられる

3)成人識字率は男女ともサハラ以南アフリカ諸国乎均値（女性48%、男性67%) を大幅に下回ってお

り、女性の織字率は23%にすぎない

●概況

セネガルの教育システムは初等教育 (6年）、中等教育 (7年）の後に高等教育が統く。義務教育は初等教

育の6年間である。セネガルでは一部の上層陪級は1日宗主国であるフランス式の教育を受け高い教育水準を

：,;;受しているが、国民全体の教打水弔は低く、成人識字!flは女性23%、男性43%と、サハラ以市アフリカ詣

目の平均偵である女性48%、男性67%を大幅に下回っているほか、初等教育就学率でも男女とも 10ポイント

以上の差がある（世界子供白書1997)。政府にとっては初等教育の完全賛及を達成することが最阻要課題と

なっているほか、中等教育では質の高い教育を提供するため、 1教室あたり生徒数の統一や指導方法の改普

が求められている。また、高等教育では、産業・開発ニーズにあった労働力を育成できる教育内容が必要と

されている。加えて非忌字撲滅をH指した成人教育の必要性も高い。教育セクターも構造調整の影響を被っ

ており、サ-—ビス受益者がコストを負担する傾向が強まっている。以前は政府の役割であった教科有配布は

廃止され現在では各家庭が贖入しなければいけなくなっているが、所得が低いために膳入できない家庭が多

いことに加えて教科料の絶対数が不足しているため、生徒 1人につき所有する教科密は3.3冊にすぎず理想

とされる6.2冊を大さく国っている (Ndiayeet al., 1997)。

♦ ~JJ . 中・店等教行

1989年の初等教育稔？が 女'f-49%である。 1980年に比較すると女子では13ボイントの増加と

なっており就学状況には改善がみられるものの、依然、学齢期にある女fの40%のみが初等教育を受けてい

る状態である（世界-"{-供n昔1997)。また女子は中退等のために就学が継練しないことが大きな問題となっ

ており、中等教育への進学の段陪1こなると初等教育就学者の半数以下に激減してしまう。結果として女子の

高等教脊稔就学半は1.2%1こすぎない。女"{-の就学玲：が伸び悩んでいる理由としては、 I) とりわけ尺村部で

は女子の教脊に対する梢極的態度が根強いこと、 2)若年結婚・妊娯、 3)若年桔婚等のため女子への教行

にかかる杭会費）IIが高いと認議されていること、 4)教育内容が屈用ニーズとかけ難れていること等が挙げ

られている。加えて、構造認整プUグラムの影響で受益者負担が増加するにつれ女子がまっさきに教育機会

を6われる頼向が指摘されており、女子の就学率向上には停害が多い。

(i]民の95'kが信者であるイスラム教が教行の楊でも影響を及ばすよう 1こなっている。 Hや妻としての女性の
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役割に重点が困かれるにせよ女性への教脊そのものは推進する姿勢であるため、女代の非滋字恨紀には一定

の貢献をするだろうと期待されている一方で、女l'tへの教介一般を女代鮮放と結びつけて飲対視するF.'1も多

く、宗教が女性への教育1こどのような影冒を与えるかについては注意深く見守る必要がある。

♦教員・教材

現在、使用されている教材は女付に閃するステレオ・タイプを強調するような内容となっており、改作が必•

要とされている。初等教育教員に占める女性教貝比中は26%、中等教脊では女性教員Jt率は16%、高等教育

では12%であり、基礎教育段陪での女子教貝Jt半の低さに比べると、高等教育では比較的、女性教f{Jt半は

高い (WorldBank, 1992、Ndiayeel al., 1997)。

♦i哉字教育

1970年代から政府の議字教育推進政策のもとで政府機関、 NGO、宜教師グループ等、様々な租織が減字教行

をおこなってきた。しかしながら、実施地域や受益者が限られているため、現在でも男女問の染字率の差は

大きく、地域間格差も依然、大きい。

♦職栗訓棟・技術教育

職業謂練は労動職業訊1練省が担当しており、全国に114の訓棟校が存在している (Ndiaycet al., 1997)。1992

年1こ琺業訓練校17校を選んで実施された調査の結果によれば、就学者数は男性3,272名に対し、女性1,046名

で女性比率は約24%であり（前掲書）、女性への訓練教育の機会は男怜に比ぺて限られている。また、女仕

の参加は秘書、縫製、工芸、教育、保健等の分野に集中しており、農業贄及員や家畜飼脊等、現実に女性が

活籍している農業生産関連分野にはほとんど参加していない。

表1 主炭教育指標

指標 全体 女性 男l'I:

成人識字率 199S年（％）
-・-

33.1 23.2 43.0 

初等教育総就学$1989年（％） 58.0 49.0 67.0 

中等教育総就学率 1989年（％） 16.0 11.0 21.0 

高等教育稔就学率 1989年（％）
．． ~ 一

3.0 1.2 4.7 

初等教育における中退半（免） 23.J N.A. N.A. 

政府予算に占める教育予算lt't1997年（％） 34 
- - ---、-←

出典： Ndia)eel al, 1997、Ul,'ESCO,199 5 

表2 教員数及び女性教員の割合 (1989年）
．一

教員総数（人） 女性教貝数（人） 女性教ntt手（％）

初等教育 11,859 3,136 26 

中等教育 5.050 798 16 

高与教育 N.A. N.A. I 2 

出典： World Bank, 1992、Ndiayeet al., 1997 
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2-2 保健［哀根

1)早婚・頻回出産や栄養不良のために妊産掃死亡率は1200(対出生10万）と世界的にみても非常に

高く、妊産婦死亡率の低減が保健医療分野の最重要課題である

2)多産を好む文化が根強いために合計特殊出生率は6.1と高く、人n景発が懸念されている

3)高い人口増加率に歯止めをかけるためには望ましい子供数に関する意識を変革することが重要で

ある

4) 1990年代に入ってエイズ感染者に占める女性の割合が急増しており、母子感染等の危険が懇念さ

れている

♦概況

保健に関する取り組みは保健省と社会開発省が統合された保健社会活動省がおこなっており、地方への権限

委譲を進めながら保健医療サービスの提供をおこなうことになっている。都市部、農村部の双方で保健サー

ピスヘのアクセスは依然、乏しいが、人口の22%が居住する首都ダカールに医療従事者の37%が集中してい

るなとへ地妓問格差も大きい。

保梵インフラや医療器具の不足、非効率な医薬品調達、職員の政策立案能力不足、横材・医薬品購入済金の

不足等、解決すべき問題は山積している。しかしながら構造調整プログラムの影響で、政府予算にしめる保

健予算1ま1969年の!0%から198&年には5%1こ減少した。 1997年には7.7%へと多少、増加しているが、予算削

減の影響を受けて利用者負担が増加しているほか、保健医療サービスの質が低下しつつあることが報告され

ており、携造調整がもたらすマイナスの影響が懸念されている。このような事態に対処するため、薬草など

の伝統的医疫への依存が増しているとも報告されている。政Iii予算の'})3は人件費で占められており、設傾

投衣やプnグラムに費やせる資金は限られている。

人々の死亡原因の約半数を占めているのはマラリアであり、以下、破傷風、流行竹脳骰膜炎、肺結核、はし

か等が主な死因である。はしかは1980年代半ばまではマラリアと並ぶ主要死因であったが、予防接種の普及

により近年、減少傾向にある。

・け子保健

1960年からの35年間に'it児死亡率は174(対出生1000) から70{同）に低下し、平均余命は50年に伸びたが、

妊荏婦死亡玲；は依然、 1200(対出生10万）と非常に応く （世界子供n書1997)、保健医療分野の最重要取り

租み謀題である。妊産婦死亡率については500あるいは2,000(いずれも対出生10ガ）とも穀告されており、

推定値には大きなばらつきがあるが (POPTECH,1991)、特に農村部で尚くなっている。このように嵩い妊

産婦死亡率を引き起こしている原！りは、早婚（女性の69%が17歳未満で出産している） ．頻回出産、厘労動、

栄養1浪、不 1分な産前検診サーピス等の諸点であり、糾体の健康に関する毎親、ヘルス・ワーカー双方の

珪棺の乏しさが背梨となっている。就学経験のない女竹の産前検診受診半が69%であるのに対し、中等教育

I打者では98%が産前検診を受診しており、教育レベルと産前検診受診率の問には正の相関関係が認められ

ている (Ndiayeet al, 1997)。また、このように産前検診受診率が比較的高いほか、介助付き出産も46%(世

界・{・供fl古1997) に達しているにもかかわらず妊産婦死亡率が非常に科い背景には、保健員の買の抵さや処

佑の不適切さがあるとぢえられる。
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乳児死亡は予防接種プl]グラムが効果をJcり？、前述のとおり、 1995年には70(対/l¥生1000)に減少したが、

その後は大きな変化がない。乳児死亡半の地域格差は大きく、 l99l年の認介では名5-.fi部69.8に対し、農H部

では102.3である（国別医燎協カファイル、 1993)。孔幼児死亡の主な原因Ii"ト痢、呼吸苔感染症、破傷風

及びマラリアである。

農業生産の増加が人口増加に追いついていないため、一人当たりの食料生産祉、カロリー摂取贔ともに減少

している。そのため、妊産婦と 5 歳未満児の栄養不良が深刻な問題となっている。妊娠•f能年齢の女代にお

ける貧血の割合は地域により 12.9%から 15.9%であるが、とりわけ妊娠時と痒褥期に発症する女性が多い

(Ndia)℃ et al., 1997)。このような栄養不良の原因とし（は、妊緑の栄養不良、不十分な栄養教育、長すぎ

る授乳期間が挙げられており、女性の教育レベルの低さ、マラリア等が流行する頂期の食料不足、医療施設

へのアクセス不足等の要因が問題を悪化させている。また、安全な水を得るためには女性が毎H乎約4-5 

回、水をくみに出かけなくてはならず、水くみに要する労働負担が女性の休力の泊耗につながっている。

♦家族計画

他のアフリカ諸国同様、子供は家族の直の証しと考えられ多産が好まれるため、都市部を含めて世帯人員数

は非常に多く、 5-9人の世帯が55%を占めており、 4人未満の世帯は 9%にすぎない（同別医療協カファ

イル、 1993)。1986年の人口調査によれば、女性が理想とする子供数は6,8人で合計特殊出4卦； (6.l人）を

.1-. 回っており、女性自身も子沢山を望んでいることが明らかになっている (POPTECII,1991)。出生数が多

い状態で、近年、乳幼児死亡率が低下したために、人口増加；t, は1%8年の2,5%から1988年には2.9%に増加

しており、人口爆発が懇念されている。望ましい子供数に関する人々の意識を変え、人口抑利を推進するこ

とが大きな課題である。

避妊実行者は増加傾向にあるものの避妊普及率は、依然、 7%にすぎず（世界子供白惜1997)、避妊の利用

者は限られている。近年、避妊方法についての知識や利用は少しずつ増加しているが、大多数は子沢山を望

んでいるために大きな効果は上がっていない。利用者の多くはビルを利用している。避妊実行に閲しては女

性の教育レペルが高いほど、実行率が高いことが明らかになっているが、農村部などでは避妊具の入手が容

易ではなく、避妊実行率が伸び悩む原因となっている。イスラム教の教えそのものは避妊を銹じていないも

のの、宗教は家族計画推進のー・つの障害となっていることから、保健社会活動省は宗教指導者たちを家族計

面研修の対象者に加えることを計面している。

♦エイズ

1986年に最初のエイズ感染者 6名が発見されて以来、 1995年までに2,168什・の発症が帷認されている。 1992

年当時、感染者に占める女性の比半は10%であったが、 1995年には54%に急増しており、け子感染の増加の

危険性が懸念されている (Ndiayeet al,, 1997)。全人口の1%、妊緑の 1-2%、i生産業従巾者の10-・15%、

性病罹患男性の3,2%、入院患者の15%、結核入院患者の30-40%がエイズの感染者であると報店されている

（前掲苔）。
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表1 主要保健指椋

， 

人 ~l 1995年（人） 8,300,000 I紋児予防接種$1992-95年(%) ・1 ー：」
---- - -
人!]憎加率 1980-95年（％） 2.7 BCG 

16裟未満人11割合 1995年（％） 52 ボリオ 80 

出牛児平均余命（女tl)
. - •. 

49 三種混合 80 

（男It) 46 麻疹

喜12001 粗出生,μ1995年（対AIJIOOO人） 42 妊産揖死亡率 1990年（対出生IOJi)

粗死亡半 1995年（対人口l000人） 15 介助付き出産(%) 46 

乳児死亡$1995年（対出生IOOO) 避妊普及碍l1990-96年（％）
" " 

70 ？ 

5危未満児死亡率 1995年（対出生IOOO) 110 合計特殊出生率 1995年 5.S 

紙出生体璽児の割合 1990-94年（％） II政府予算,:占める保健予算Jt半 1997年 7.7 
- --

低体軍栄養,i;n児（中璽度）の割合（％） 20 

出典：世界子供h胄1997、PO!'TECH,t 99 I 

|1960年― 19--80年 1988年

人口 3,110,000 S,S63.000 6,893.000 
I - ----―し一・
柑院数 7 12 16 

ベッド数 2,400 (推定） 3,523 5,179 

ベッドあたり人口 1,300 l,580 1,650 
［．  

ヘル入・センター数 34 35 47 

ヘルス・センターあたりAD 91,500 159,000 147,000 

ヘルス・ボスト数 201 376 659 

ヘルス・ポストあたり人口 IS,SOO 14,800 10,500 
~~． 

表2 医療設惰の普及

出典： POPTECH, 1991 

医者）人あたり人口
助産褐 1人あたり

看護緑 1人あたり人口
妊娠可能年齢女性数

、---・ ・・・----
1960年 83,015 57,606 27,800 

1970年 7.452 4,410 3,858 

1980年 20,750 7,614 14.038 
------

1996年 13,550 2,884 11,476 

表3 医療従事者あたりの人口（人）

出典： Ndiaye e1 al, 1997 

因

ー
ロ
[,＇ 

表5 避妊をしない理由

理由 割合

もっと子供が欲しい 50.0% 

避妊方法を知らない 12.0% 

京教的理由 8.0% 

避妊具が手に入らない 0.4% 

不明 29.6% 

出典： POPTI:CH, I 99 I 
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2-3 煤林水発業

I)女性は家事に加えて 1日平均4-6時間を農業労働に費やしているが、土地や農業技術taJJ:棟会

へのアクセスは限られている

2)農業普及員は全員、男性であり、女性は普及の対象として扱われてきていない

3)女性は担保を準惰するのが困難であることに加えて、非識字や融資に関する知謀の不足等の惇害

に阻まれ、女性の小規模融資利用者は非常に限られている

♦概況

農業はGDPの19%を占めており、労拗力ADの60%強を吸収している (Ndiayeel al., 1997)。耕fj:面積の40%

でビーナツを生産しているほか（共同通信社、 1996) 、サトウキピ、米、とうもろこし、綿花等が—t要只荏

物である。また、魚も主要輸出洋品の一つになっている。近年、土壌没食や砂沢化の進展とともに、充分な

食糧生産を得ることが困雑になりつつあるが、不適切な方法による耕作がますます土壌没氏を引き起こして

いることが指摘されており、環境に適合した農業技術の粋及が求められている。

●農業

農村部の女性は乎均 1□4-6時間を農業生産に、 9時問を家事に費やしており (WorldBank, 1992)、再

生産活動に加えて農業生産にも活発に参加している。しかしながら｀土地、農業生産向J::技術、許及サーピ

入等へのアクセス不足のために女性は農業生産改善の機会から取り残される傾向にある。

女性1よ哀産品の加工においては非常に直要な役割を果たしており、その種類も加然食品、飲料水、乾躁宜品、

乳製品等、様々である。しかしながら、加工にあたって使用される横材等は単純なものが多いために、労筍

は手問ひまのかかるものとなっており、他の農業生産同様、生宛改善への桃会も乏しい。

♦土地所有権

1964年の国家領土法は、土地は国家1こ婦属しており［訃民は男女の別なく土地を利り］できると定めているが、

現実には富裕層が自分たちに都合のいいように土地利用に関する決定を下すことが多く、女社は不利な状況

におかれることが多かった。女性は意思決定の楊1こいないために、 t抒各レベルにおける潅漑設情の整情等に

あたって女性が米作やピーナツ生産を営んでいた楊所に水路がつくられるなど、女性の士地への権利がさら

に制限されるような状況も報告されている。また上地柑税は一般的にイスラム法によって!1'せられているが、

女竹は男1生の土地相粒分の半分しか相絞できず、未亡人は亡くなった夫の財粍のJi&を相綬するにすぎない

(World Bank, 1992)。

♦毘業音及H

女性は農業昔及の対象とされておらず、 600名の農築仔及Hは全H、男性である (WorldBank, 1992)。潅汎

整情を担当する農来省が女竹への取り紺みを推進するための調整官を任命しているが、省rrnJJ-に女竹への

取り組みに関する明確な政策がない状態であり、具体的な取り組みに結びつくかどうかは,i;確定である。女

，
 



t'E児窺家族省も抒及員の梵I戊と女性への粋及についてのプn グラムを推進しようとしており、 M~厨所の設設

等を進める考えである。

♦小規模融'li.へのアクセス

1963年に制定された民湖法は女t生への融資をおこなうことを認めている。しかしながら、女性は担保を浄情

できないことが多いため、良業小規模金融受益者の10%、全農業金融受益者の1%を占めるにすざず、多くの

女t生はノンフォーマル金磁に頼っている (Ndiayeel al., 1997) 。このような状況を改普するため、女性を対

象に賊hをおこなうことをH的として、女性児童家族省やいくつかのNGOが起粟支援や生産グループヘの糾

練とあわせて小規I姐融貢プログラムを実施しているが、受益者は限られているのが実状である。セネガルで

はトンティン (contines) というグループのメンパー間で順番に資金を借りる講に似たインフォーマルな融

資システムが広く利用されており、非滋字であるために銀行手絞きや融賀の仕組みについての知識を持たな

い女性たちに好んで用いられている。しかし、このようなシステムを用いて惜りられる'li.金は徴々たるもの

であり、事業の足しになる金領ではない。

♦林音脊源

近年、森林'it源の枯渇が進んでおり、女1生は薪集めに以前に増して長時間を費やさねばならなくなっている。

新集めは女性の役割であることからも女性と環境との関わりは深いが、これまで女性は政府の環境政策の対

象として扱われることは1希であった。近年、村洛での植林プログラムが進められているが、女性のプログラ

ムヘの参画を促進することが求められている。

’
 ●水産業

女性は漁獲に携わることは非常に！らであり、女性の船舶保有や乗組貝もほとんどいない。女代の役割は、一

般的に、魚の乾燥、薫製、塩漬けといった水荘製品の加工・販売に限られている。

表1 労働力人[JIこ占める農業労働人Ult半(%)

1970年 1980年 1990年

全労衝力人口1こ占める農業人口比半 82.70 80.59 78.48 

女性労勧）JAIJに占める農業AIJ!t率 92.31 89.93 87.51 

男性労動力人Lllこ占める農業A.Dlt率 15.92 74.02 72.58 

出典： World Bank, 1992 
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2-4 経済沿動

1)女性の労働は生産性、賃金ともに低い業種に集中している

2)拘束時問の長さや託児所等の社会サーピスの不足に加え、水くみ等、家庭での労働負担の訳さに

阻まれて、展用労働をあきらめざるを得ない女性は多い

3)就学経験のない女性でも参入が容易であることに加えて、家事との両立にも障害が少ないために、

女性のインフォーマル・セクター従事者が増加している

♦概況

セククー別の労慟力構成比率では、依然、男女とも農業が6割強を占めているが、近年、サービス業に従)ji

する人IJが増加している。構造調整プログラムはマク n 的には••定の成果を上げているが、公務貝や政府支

/i1の削減が失業者の増加を招いていることに加えて、人々の生沿水準の向上は思うように達成されていない

ため、若年層を中心に労働機会に関する人々の不満の声は為い。政府は構造調整プログラムが瓶用に与えて

いるマイナス影響を緩和するために ff,;少年扉用計画」を含む政策を1993年1こ打ち出したが、野党や若年,ii

は満足せず大規模なゼネスト 1こまで発展した。また、水道、俎話等の公社の民営化に反対する公務Uのスト

もおこなわれている。

♦労慟参加

労動に関するデータは男女別に分けられていないことが多く、女性が置かれている状況を圧確に描き出すこ

とは難しい。一般的に女代の労働参加は男性に比較すると低いレペルにとどまっており、しかも少荏性、 1'i

金ともに低い業種に揉中している。上級レペルに就いている女性の多くは公務Hあるいは北公務員であり、

i云秩的に女性が従事してきた保健、教育等の分野で屈用されていることが多い。このように公務貝は女!'lの

職種としては開かれていたが、女性公務員が全公務Uに占める割合は1986年の15%から1993年には1%に激減

しており (Ndiayeet al., 1997)、揖造調整プログラムや政府財政の悪化により解扉される公務員は女11.が多

数を占めている。労働法には同一労慟・同一貨金が保掠されているが、屈Ill者は必ずしも法化を遵守してい

るわけではない。女社は鉱業や姐路建設といった危険と考えられる琺菜、夜問労懃、軍隊での労働からは排

除されている。

♦扉用労働

多くの企業は男性へはH当で貨金を支払うのに対し、女性に対しては出来為払いを抹1りしており、女1生の得

る貨金が條く抑えられる要因になっている。化学I場等では女11非熟棟労約者へのf/<{i:が非常に店くなって

いるが、女性の屎用労働は、長時間の拘束、通勤に必要な交通椀閉の,j,j肩、託児サーピス等の社会サーピス

の不足、水へのアクセスの悪さ等の諸要因のために家庭労働との両立が難しく、組絞は容易ではない。女11

工楊労的者のなかには30-90分の休憩を与えられるだけで 12時間労約を強いられているものも多いはか、子

当のつかない夜間労的に従事させられている女社も多い (Ndiayeet al., 1997)。政1/fも特に女i生を対象とし

た政策はもっていないため、女性の労働条件の改善への取り組みは進んでいない。削述のとおり、公務Hで

は女1生の屈Ill は教脊、保健分野に知!• している一方、私企業ではホテル、而業守のサーピス業での労働に従

II 



ljiするものが多数を占めている。

女1生には荏前在後休暇として14週間が与えられているほか、復殿後15カ月開は栢ElI時間、授乳のための休

憩が打給で与えられることとなっている。またけ親は子供が2歳1こなるまで屈子手当を支給される。しかし

ながら、授乳休憩は与えられているものの、託児祈等、子供を預けて仕事ができるシステムは整備されてい

ない。さらに位性は生産性を妨げる要因であると擢用者側が考えていることが!LOの詞査により明らかにな

っており (Ndiayeet al., 1997)、育児をこなしながら働こうと考える女性1ことって労像環境は戟しい。

♦インフォーマル・セクター

インフォーマル・セクター従事者はフォーマル・セクター従事者の2倍にのぼっており、とりわけ郡市部人

r」にとって厭要な収入源となっている。女性のインフォーマル・セクター従事者も増加しているが、その背

景にあるのは、 1)教育および技術レペルの低さのためにフォーマル・セクターでの雇用が困難であること、

2)住居の近くで従事できることから家事との両立が容易であること、 3) フォーマル・セクターにおける

扇用横会の減少と失業半の増加等の樟要因である。インフォーマル・セクターに従事する女性数は73万人に

の1まると考えられており (Ndia)℃ et al., 1997) , 金、塩採取のほか、工芸品生産、経製、小売業等の場で主

1こ沿罪している。

表1 労働指標

成人労働人口1:占める女t生比,f.(!990年）

稼働所得削合 (1993年）

失業率

出典：人間関発報告書1996.Ndiaye el al., l 997 

表2 性別Jセククー別労働人日構成玲：（％）

I I 女性 1 男性

42% 

女性34.9% I 皿 65.1%

女性 8.7% 男性 11.2%

表3 セクター別GDP構成比半 (1993年、％）

農党

工業・製造架
サーピス架

9
ん

3

6
2
1
3
2
2
 

0

6

1

 

6
8
L
四

農業

工業・製造；；；
サービス栗

20 

19 

61 

出典： Ndiayeetal., 1997 出典：人間閉発報告青1996

表4 披雇用者に占める女性比率

全被屋用労働者に占める女性比率

1986年 I 1993年

公務H

私企業

JS.O 

8.0 

1.0 

6.4 

出典： Ndia;e e1al., 1997 
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3 WID/ジェンダー関連援助実績

9̀ 

ブロジェクト／ブUグラム 実掩機関 援助機関 問間
予算

ジェンダーに関する事項
(US$) 

：費奮 .. 

成人識字教育 Tostan (NGO) CIDA 識字敦育

這字敦育 (1,000敦室） MCAPLN CIDA 1990~ 識字教育 (1991年までに

1993 30,000人、 1993年までに

90,000人の女けを教育）

傾康と地位の向上を目指す女性 女性児重家佼省 世餞 1992~ 225の女性グルーブを対象とし
への教青 (PDRHl) 1996 た家族計画啓蒙活動

識字教育 (PPFJl MC知 lN/女性児童 フランス 1991~ 5地域で15,000人の女性を対
家族省/NGO 1995 象に識字敦育を提供

女子敦育推進 (PDRHS) 教育省 世餓 1993~ 202地区における女子の教育促
/INEADE/NGO/ AG 1998 進のための教授法の賃の改暑
ETIP 

区ー・医彎 ． ． 
; 

~ 

妊度婦死亡低減のための謂査ブ UNOP 1988~ 妊産婦死亡原因についてのデー
ログラム (SEN86/007) 1992 タ収集／システム設置／乳児及

び妊産鳩死亡低減ブログラム

妊産鳩死亡低減ブログラムのた 保鑓社会活動省 UNDP/UNFPA/UNI 1993~ 村落における乳児及び妊産婦ケ
めの支援 (Tambacounda地這 CEF/PAM 1996 アのためのインフラ整傭
) (SEN 93/003) 

農村医療フェーズII;子供への HIID USAID 1993~ 妊産婦に重点をおいた医療ケ7
ケ7 (685-0242) 1996 の地方分権化

エイズ撲減国家プログラム UNDP 1988~ 血液銀行の設立、啓蒙
(SEN 88/001, SEN 92/003, 1995 

SEN 94/003) 

家族保儲・人ロプロジェクト 保雙社会活動省 USAID 家族計画サーピスの拡大／人口
(685-0248) /IST/BUCEN 動態データの改良

子供へのケア (685-0286) 保健社会活動省 USAIO 1992~ 医療システムの地方分権化／治

1998 廉の買の改蕃／乳幼児死亡の但

減

家族計画推進 ASBEF オうンダ 1991~ 啓藪、広報、昔及員養成

1993 

サヘル地域における妊危婦と乳 Po印latiooCouncil オランダ 1993 
児の健顕向上

飲料水提供及び農村地域の衛生 農村関発水道省／女 UNOP/FENU 1993~ 飲料水供給／衛生設禰の設置
改蕃 (SEN92/002) 性児童家族省/NGO 1996 教育

I暴林水醒讚

林業ブログラム促進のための常 MNP/FAO UNDP/オランダ 1988~ 237名の女性指導員養成
設リサイクル・センター， 1992 
(SEN/86/008) 

食品加工技術・運営能力開発 女性児童家族省 UNIFEM 1992~ 7地域における食品加工技術運
(SEN 91/PROl) /ILO/フランス 1994 営ユニットの設置

貯蓄・貸t-1プロジェクト (SENCONACAP/ILO UNIFEM 1988- 貸付組織の殷立
88/W02) 1990 

地域における生計能力向上ブロ 女性児童家族省 UNIFEM 炉,j,度の建餃
ジェクト /ILO 

民間センターヘの技術援肋 PAMEZ CIDA 融資、女11r.,1JJ相互扶助支援
(SEN 88/W03) 

生計創出支援 (SEN85/002) NGO/女性児童家族 UNDP 1988~ 家畜詞育、店舗経営.NGOにつ
省 1994 いての情報整儀

生It創出支援 (SEN87 /001) 女性児童家族省 UNIFEM 機材、水資源管理、荷車、店藷
/ILO 等への支援

＇ 
ヽ
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ブnジェクト／ブnグラム 実麓機関 援助機属l 闊間
予算

ジェンダーに関する事項
(US$} 

村落における生計創出能力強化 農村開発水道省 CIDA 機り倶与｀技術支援
(SEN 87 /002) 

店鰭／菜園支援ブロジェクト CIDA 機材供与、技術支援

パナナ生産者支援 MDR/SAED オランダ 1985 技術訓練、識字敦育
(Tambacounda) 

村洒潅漑ブロジェクト 農村開発水道省 1984~ 生産能力の強化／地域固有の技

1990 術利用／識字能力向上

河Ill流域における農村振貫 MPN/FAO UNDP 1990~ 回転資金設立のための支援／機

(SEN 82/002) 1995 材供与／女性7ドバイザー19
名の養成

稲の耕作技術向上 セネガル地域農業 オランダ 1988 機材供与、管哩の組織化
研究機関 (ISRA)

/FAO 

農村女け組織への技術支援ブロ 女性児重家族省 UNIFEM/ZONTA 199S~ 園芸生産改良

ジェクト /ILO 1998 
ヽ

~ ~ ~. ~ ・`、'..・・; .... ・. '. ・, ・.'-'"' -

アグロ・インダストリー関発へ Blj;/UNIDO 1989~ 天日乾爆による果物・野菜加工
の女性の統合 1992 使術の女性への提供
(TR/GI0/89/01 S) 

4 情報入手可能組織／人材リスト

ローカル・コンサルタントからの情報が得られていない
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5 関連文献リスト

文献名 署者 発行年 入手先

-事．．鑢
lmpJct Des Program呪 sD'Ajusiement Structurel Su『LeSe"t.:ur Rorim•ishiga{E.) 1991 lr.~titutafrica:n D'Etoo.-: (ll.)Ur l.x O.;v 

D.:L℃ dccalion 枷 rf'("mtOIEt La Planifica, 涵
(IDEP)D心

Le Role Des f cmffiC's Dans Lも,seignementSupcrieur Et La Sow (F.) s;dibe (A.J 1990 UNESCO 

Rech<cch< Au Senegal 

L'Education恥 AfriqueSub遥直ienne 8,nqU< Mondoale 1988 Banque M泣；,1, 

恥 quぐICSur La Situation D: L四 ucation転匹!aireEn Afrique UNESCO 1986 UNESCO 

L'Ajustement S血 <'l函 IEtLeふc-leurDe L四 UC'公ionSoolaire Ndo}e(M.) 1991 IDEr Dakar 

Rapport Sur L四 ucationlnformtlle Au S<n<gal Toure(M.) 1991 UNICEF 

Le Su≪ts氏 L'l'<olcAu stnegal, UN Pari Difficile Qui Pcut Mondon The lot 1989 UNICEF 

和,Gagne

Eg,J,ie, Education El知 stionsSociales Daff(A.) 1994 CONGAD 

R,g;onali筵tionEl Alphat>et迫fon: Qutlle PlぶePour Le, Sylla{l,L) 1996 CONGAD 

Femmes? 

保饒・医攣 ヤ '.  ...'  ｀ 

Les As応 tsPs)'Ch0・ 欧辿x.OC's Mutilations Sex.uelles : tn~ Sow (F.) 1992 

tradition ct modemitt. C'ommunkation Stmi!laire C'.ose匹 1

Bil邸 DeCi四 AnnmDe Mortalit< A Saint Lois Du災ntg,IA Diop(I.L.) 1990 Association Stntgal i父氏sEt叫es

Panir Des Donnees D和 tCivil Demogra沖iqm(ASED)

Les Mu1i!ations Sexucl!cs: excisions ct inf1bulation Kouyate, Car.alho 1990 The P叩油,;onCoun-;t 

Les Pratiq沢 sTradilionnelles Au災ntgal.Communkation Ciaf Kooyate,Dr叫 ho ”” 
The Po印lationぐ:Ounril

AdisAbeba 

f(mmes Et Potitiques Alimen面res:蕊 tesdu $tminaire de匹 sOffice Francais Pour La 1985 ORSTOM 
Re<her<:he &ieatifique Et 
Te<:hn;que D'Outn: M" 
(ORSTOM) 

Femm心 Fe..:oodite,Cont.racepr.ion恥 MilieuRural Senegal傘 Sav叩 c(M.A.)ぶ,an< 1983 蕊^ia!面 DesFemmes Afri.::aioes 
(J.C.) Pour La Recr.erche Sur Le 

O!¥・e1oppement (AFARDヽ

Ra印011De La氏 u,ie匹 MissionD'Jdentifx::a1ioo Pour la P,ogramme氏sNations n.d. Minh~,e De la Santt I油 HqueEl 

Reductioo De l..a Monalit.e Matemelle Au Senegal Unies Poor u: D< l'Ac<io• Soclale (MSPAS) 
区ヽ do印呪nt(PNUD)

s,nthese D; Programme N叫lonal氏 LuueCo叫el.aMortahte MSPAS !990 MSPAS/CO:SGAD 

Matem<lle Au Senegal 

Une Action D'Education Nutritionnd!e Au Senega1 Coh<n(M.) n.d. CO~GAD 

L'EJtcis.ion : Tradition M山lanttOJ Valeur Culture-lie 恥 lboin(S) 198.1 Enヽ・ironnement De..-eJopro:meo( 
A≪ion (ENDA)/ CO~GAD 

Seminain: D'lnfom叫ionDei ONO Sur Le枷 grammeKati(Jna] A~so,.'ialぬll Senfgalaise De 1991 COSGAD 

De Pl邸 ifica1iooFamilial< Recherche El D'Assis血 ce
Pour Le Dfveloppemellt 
Commu nautai rt 
(ASRADEC) 

Oc,u叉it匹 ,ColloqueNat如ふeSur SlDA Et Religion : r, 戸nse, AIDSCAP 1996 USAID/CONGAD 

北 l'cglises<h泊 iennes

~ ~ 

Rapport Des ONG A La Confe代ncel沿 NationsUnks Sur cot.GAD I叩 COKGAD 

L "En .. ・ironnement Et Te Deぶoppement

La Ter,ure fOih.'iere丘 MilieuRu叫 Wolof Diop(A.B.) 19岱 lnstitul Foodanwntal D'Afrique 
No;re(IFANJ 

La Nou><lle Poli1lque Agnrole Au Senegal Minis.tぽ D
訳 wlow<m<ntRural El 

1984 MDRH 

DeL'H)draol;que 
(MORHJ 

15 



トー・

文献名 暑者 発fj年 入手先

Evaluation D1.1 Ma1criC'I D'Allegemel"ll氏sTravau"¥氏 La Minis.tさr恥 19S, UNICEF 
femmぐ,Rapp;)l1 General m、・elopp<mentS0<ial 

(MDS) 

Femme; Du Sahel, la De訳 rtifica1ior.Au Quotidien Monimart(M.) 1989 Organlsati⑳ Pour La Coopcraflon El 
Le DtヽtlOf'l'CO証 1&:onom;que 
(OCDE) / Khart•I• 

Les Projets Pour LC's FC"n匹 sEn Milieu Ru国Senegalais S"anc (M.) 19S3 AFARD 

Inttgratio., Des Ameliorations Techniques Dans u Se改 urDe P<rrauh(L) 1991 C01'GAD 
LaT面 sfom叫 ;onAn;sanale Des紐 u;1M函nsAu Senegal 

Am<li改 ationD<, Techniques氏 LaPte比 AuSenegal L<ve-.ue (P.) 1992 DTP I A IBAS #NS 

La Com~rdalisatioo De La Sardlnellc Brai沢eEcfumeeA Kamara (S.) 1991 D11'/Al臥 S#SS
Partir De Joal 

＆幽sDes Stocks Et Amclioratioll Des Res.sources Cotieres Par lnstitut Sencgalais氏 1991 011'1 A面 S#N9
LaP≪heMi匹 aleSぐ心gal函c R≪:ht≪:hぐ,Agriook,

(!SRA) 

Tran r,fr,rmation A rti埠 naleAu況negaJ: s.alubrit~d~s sitts et lnst;!Ut De Tcchnolog;e 1992 CONGAD 
qualill hyg;;njqu< des produits Alimentrure (!TA) 

Bifan Dci Rt叫 ほtsObttnus A Thi匹 )"C氏 M年 1990AM叩 Ka(S.) 1992 CONOAD 
1992 

Role Des Femmes Son;nke D,ns La紐 uctioolmg>eusee CuEl lt Bli匹 (A.) 1%7 CONGAD/ Ag,1eDcoce ' De 
Renfon-emtnl D'As父dationDe Femmes En Vue Des urcs D<!veloppc面 nl laRiz.i叫'""'
lmgum: Rtgion De Bakd En Afnqueむciden叫e{ADRAO)

1経済活動
＇ 

‘ ・ヽ
. . ' :  . 『 - .',._  .. 

｀ 
~ ~ 

Crise恥 nomiqueEl Emp:oi frminin Dans L'恥fostrieDu N; 釦 g(L) 1988 AFARD 
Seneg,I 

La Technologie, u Role Des St凡esEt Le枷 ¥'Oi『EnAfrique Stamp(P.) 1990 C.enじeDeR≪比rt-hep凶 rte
Dcv<l01>和 ,.cutInt<m3¥;onaI (CRDlJ 

Str.tgal, &<:'tcur lnformel De Dakar Vand,k n.d. Hannatan 

Et叫eDuぷ teurlnfonnel De DaJ,;ar El lxs Environs Z巫 r 1988 USAID 

tnitiatiws De Groopc-s Et Sterili四 畑Adminis.lrativc-:le r61e Ruelle (D.) Dieng (J.M.) 1980 CONGAD 
destぐintunさ≪deB紅gny

むS双 n;,p叩 1呻,eUrt,a;ne, stntgal Promo,;on D'Acth;te, Mont乙(A.) 1990 CONGAD 
Remunertri<:es Et Creation D'Emptoi 

社会・ ミ~~ ンダー分析
:~ ~ 

： ' 
~. " 

L'Emploi Dei Femmes Au stntgaJ: Une Etude Comparaliヽe Akoo,ri(K) 1995 Bureau lntemationaJ Du Travail 
(B11) 

Le, fem.,ies D:lns La Rdorme Admini四 tiヽ・cEl Tenitoria!c: Au Ba (f), Mbengue (A). 1981 AFARDIBIT 
ぷnegal Savane (M.), ThiONGane 

(A.) 

R叩ponS1J『LaCondition De La fcmrr,c Au Scncga1 Clubふrop<imist 1995 Ctul> Sorop1;m,~ 

L-'Emploi des Fem咄 sAu SrntgaJ fahe~·in (C.) 1989 BIT 

Rappoll D'EnJu31ioo Du Plan D'Actioo De La Femrr.e Au Mini>tlre D< La F,mme 198~ MFEF 
S,oぐgal DeL℃ nf an1 El De La 

fam'lk (MFEF) 

Bil:in De La仄cenniePour La Femme: rapport du Seぼ gal MFEF 1990 MFEF 

A直）＇父 DeGenre D'.ir"ls La Reふer(heAgricole丘 AfriqU(' Sow(f.) 1992 MDRH 

Le Rok D:s Femmes Dar.s L'En父ignementSup:rieur Et La Sow(F.)Sゆ be(A.) 1990 UNESCO 1 C~ntre Afri,:ain D'E碑 5
Rt'ihe 「i~,e Superieures 恥o,~;on(CESAG) 

口叫cC<>m四 a<iwSu, Le Role Et La Pia≪De La Ftm匹 伽匹H恥 norruqucEt 1975 C叩 nse;JE<ooomique El Soc,~ 
Stnfga!aise DMls Le氏 velo釈 匹m Social 

Sur,,y Of Wocr.<n's Daily Work l母 PtaceC-0rp5 り91 USAID/Pe盆cCorps 

Pl入nD'Action氏 LaFemme: 1997 -2001 MFEF 1996 M庄:F

Anal)史 Delょ Situ~tioo Des Femn,es Et氏＄丘rantsAu Senegal l,'NICEF 1995 UNICEF 

Rars: 心nN珀<..)rialSur U; Fぐmme; MFEF 1993 M圧 F

， 

｀ 

，＇ 
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文献名 署者 発行年 入手先
- . 

Senegal : WID C心 n切 Asst,.meo<an.J Stra≪gy World Ban~ 1ク＂ ll'orld Bank 

その他
Enqueie Poputai;oo Ma;n D'Oeu,re Migra,;on, Senegal Mmi;itrぐD<L応 oml< 1980 Oir("(lion Statistique-Et Prl! ヽ i~ion

氏 sFin年 esEt Du Pion 
(MEFP) 

むque<eSous Emploi Et ('homage En M,1;,u Uroain MEFP 1991 D心 c-tionStati'¥.tique Et P~ ヽ ision

Tableau氏 BordAnnue1 De La Situation恥 omiqu.e恥 MEFP 1996 Dir~ しionSta1is1iq1.Je Et Pr!!、・isioo
Senegal 

Situation恥 nomiqueDu Senegal MEFP 19訊 Directioo Stalistique Et Pre¥ ision 

I~s Fami!les Dakaroises FaぐeA La Crise IFANIORSTOM 1995 CONOAD 

s,ntgal, Tra知IOi≪:D'unF.lat o;op(M.C.) 1992 C的父ilPourle~、,eloppemenl氏

La RなhtrcheEn Scieo1cts Sod~ts 
恥 A『nqu<(CODESRIA) 

Les As奴 ii1ionsRcta1i,・es D'E四 neEt I);: Credit Dixon, Mul!er, Anker 1989 BIT 

Les ComゃrtementsD如 gneDans La Socit:tt Afri,:;aine: cas Dupuy(C.) 1990 Association Des Uniヽ・ersites
du Sfolgal Panielkmenl Ou丘tieocmentDe 

Langue Franra;s, (AUPELF) 

L'Emplol Des Femmes Au況点gal(呵pportな mi函on) Ech-e~·in l989 BIT 

Les C>,ganisations Non Gouveme咄叫ksAu Sahel, qudques Gapila(IY.) 1984 E.'IDA 
perspccth・es 

Strategies Du Gouヽeme-匹 nt恥 SenegalVisant A Mieu只 MFEF 1991 MFEF 
ReゃndreAu~8esolns Des Femmes Rorales 

Et叫tsP<o, 応tim~nlgal2015 Minist~re Du Plan El De 1989 MPC 
La Cooperation (Ml'CJ 

Sirua6on F<ooom;que, Co袖 HonDe Vie El Strat<g;e De Su,v;., N;ane (TH") Iか沿 UNICEF 

AuSenegaJ 

Sc両naireN&t;ona! Sur L< Role Des Cerp Dans L< Minist~re De L'ln!erieur 1993 COl<GAO 
区 >el叩pement恥 nomiqueE, Social恥ふnegal (MINT) 

Lese巫sesPopulaires: 0ude De C硲,la ,ai欧ぷ四gnte, de Kcb<(M.) 1994 CONGAD 

crtdit de Grand Yoff 

G遠 iooDe~Etablis父ment.s Humains Au災Mgal: Diagnoslique Comit.e National De 19'泊 CONGAD 
El Plan D'Action L'Hab;ia, 

Attlier De Pl叩ifi~ationStrategique flour Les Organi叫 ions D;,og(M.) 19')6 CO~GAD 
Membres Du R~ 父auSi認 ii』igeen

Regards Deたmmes Nd;aye (S.) 199.1 Fぐmme,D,'、<loppem,01Entra<p<心
Eh Mrique (FDEA) / CONGA D 

La Fafs, Unむ tilDe Promo;.ion仄 sFemmes, in Femme;? F心 rn1ionDes Nov-94 FAFS 
Bulletin Trirtlestriel 11":-ll AsSCK"ia1ions Feminines Du 

S<'nl'gal(FAFS) 

Sui、-jDu Som函 IMO叫ialSur Le区 叫0江,ementSocial. FAFS 1996 FAFS 
応 urnentDe Tra;,・ail 

C匹uierneCooferroぐeRfgiooatc-Africaine Sur l(,s. Femmeふ Nations Uoies, Coo父jJ No,-94 C.olle.:lif [)¢:s O~G femmes f 
Raか rtDe I.a Rcun;on Du Co面t<T≪hn;que D'E>perts 広匹miqueEl Soci.le CONGAO 

Cinquie咄 ConferenceRtgiooal< Afncaine Su, Les F, 血 n<S, NOl;oo, un;,s. Coo1<H No,-9~ Col! e-ctir Dts ONG Femmes J 

Plate: Fonoc D'Act ion A f ri.:aine 恥 nomiqu.eEt Sociale CO~GAD 

Cinquie匹 C'ooCereri,:;eRtgionale Afrirai心 SurusFぐm匹 ・s. Agencc Culture lit: De 5<!'"95 Colkdif Des OXG Fぐmme~I
forum Des ONG, Trava叩.Des ONG, Suivi Du forum Coopera,;on T≪hn;qve CO~GAD 

(ACCI) 

De,・ ぼ afion氏氏ijio,lo CON GAD lafo#N 19卯 14!16 CONGAD 1996 CO~GAD 

Repertoire仄 sONGs Membrcs Du CO~GAD C01'GAD 1995 CO~GAD 

｝・
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6 当調査実施に関する情報

♦ローカル・コンサルタント

Dr. Mouhamadou Lamina NDIAYE 

Papa細 adouSIOIBE

Cheikh Todijane NDIAYE 

Baba car DIAGN E 

Aud1I and lngenierie pour les 

Services de Base(AISB SARL) 

77 APTC151erelage 

BVD GENERAL DEGAULLE 

●面談者

Mebengue Marnadou 

Seek lbrahima 

Ka Ousmane 

Pauline Oioul 

/>Jioune Faye 

lb『ahimaNdiaye 

Khaly Seye 

Mme Kane Alda Oiouf 

Mbaye N,ang 

Mme Bousso Fall 

Mbagnick Oiouf 

Aboul Ngom 

Assane Kane 

Mme Henriette Sow 

Thiedel Camaぼ

Momar 8. Sylia 

M. Ngalane, Mme Nd1aye, 
Ab1batou, Mme Barry and Mme 
Sock 

7 引用文献

Direction Ong, Minis! らreDe La Femme De L'Enlant Et De La Famitle (MFEF) 

Dage, MFEF 

Responsaole, BCT / MFEF 

8CT / MFEF / Service Documentation 

Service Budget DSP / MSFP 

Inspection A匂ionare,Developpeme,,t Communaulair● 

Inspection Departementale, Developpment Communautaire 

Centre Information et Documentation Congad 

Responsable, CID/ CONGAD 

Coordinatrice du Coll匹 ifdes Ong Femmes 
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